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かがやく瞳

　「このお花なんていうの」「たくさん咲いてきたね」
と園庭の花壇を見つめる子どもたち。３月にビオラや
ペチュニアの苗をみんなで植えました。「大きくなあ
れ」と水やりをし、どんどん大きく成長し、きれいに
咲く花を楽しんでいます。

　昨年10月に植えたチューリップの球根は、雪解け
の２月には芽を出しました。「わぁ緑の葉っぱ出てき
たよ」と驚きや発見の表情でお友だちに伝え観察して
いました。春になり１つ目の花が咲いた時には、「先
生ーみんなー見て見て、ちゅうりっぷ咲いてる！！」
と感動は一段と大きかったようです。

　チューリップが咲き揃った入園式では、５歳児の子ど
もたちが新しいお友だちに「これからなかよくあそぼう
ね」と挨拶しました。満開のサクラやチューリップ、園
庭の花壇の花やプランターの下にいるだんご虫。自然を
感じ、園庭で出合う発見、植物や生き物に触れる体験、
そして子どもたちがワクワクドキドキする経験をみんな
でたくさんできそうです。

　さまざまな経験を通して瞳を輝かせる子どもたち。自
然に触れ驚きや発見を共有する中で、心豊かに成長する
ことを願っています。

ちゅうりっぷ咲いたよ
はくさん保育園

Dream

ぼくの
わたしの夢

　今月の表紙は、姉妹都市ギズボーンから
の訪問団がウェルカムパーティーで披露し
た「ハカ」を写した１枚です。ハカはニュー
ジーランドの先住民「マオリ」の伝統的な
舞踊で、ニュージーランドではそれぞれの
学校独自のスクールハカがあるそう。リト
ンハイスクールのハカは大迫力で、ホスト
ファミリーの皆さんは大喜びでした。

小学生の夢を
募集しています！
申し込みは
二次元コードから  ▶

広告募集中
１ 　 枠 ：5.6㎝×5.6㎝
掲 載 料 ：月額２万円（税込）
※６カ月連続掲載で10万円

（１カ月無料）
入稿方法：完成原稿
問い合わせ
市民協働課（☎227−6056）
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　野々市公民館　☎ 248－ 0521

　「にぎわいの里ののいち カミーノ」の開館５周年を祝うイベントを３月
に開催しました。映画上映や子どもが遊べるコーナー、ボルシチとそばの
販売のほか、市民協働による学びと楽しさいっぱいの催しとなりました。
その際に、能登半島地震の被災者のために募金をしてくれた人に特製ぜん
ざいを配布しました。
　４月には羽咋市と宝達志水町の寺などを巡る「能登応援バス研修」を開
催し、能登の復興を願う気持ちを参加者の皆さんと分かち合うことができ
ました。
　現在、カミーノでは被災者に向けた市民からの応援メッセージを掲示し
ています。今後も地域の皆さんと継続的に復興を応援していきたいと考え
ています。

公民館から届ける能登への思い

T opics
トピックス

　中林二丁目に建設されたミドリ富陽こども園の内見会と竣工
式が５月 11 日㈯に執り行われました。ミドリ富陽こども園は、
令和６年４月に開園し、現在は０～２歳の園児 33 人を受け入
れています。
　この園舎を建てるにあたり、塚野浩平園長は「専門性に基づ
きこだわりをもって建てました。天井に凸凹を付けることで大
きな声が響かないように設計し、子どもの発達に合わせた木の
おもちゃを中心に用意しました。職員休憩室は、“Cafe”をイメー
ジしておしゃれに作り、園児も職員も過ごしやすい場所にする
ことに力を入れました」と話しました。
　竣工式では、粟市長、社会福祉法人ミドリ保育園の塚野登理
事長らがテープカットを行いました。

１

２ ３

➊�園舎の前で粟市長らによるテープ
カットが行われました。
➋園内には、「子育て支援センター プ

ルチーノ」が併設されています。緑
色を基調とした部屋で、明るい雰囲
気です。
➌３～５歳の部屋。広々として木のぬ

くもりを感じられる空間です。間仕
切りで空間を分けることもできます。

令和６年４月に開園！
ミドリ富陽こども園内見会・竣工式




